
【取組内容①】 「小規模校におけるクラウドを活用した複式指導の取り組み」

喬木第二小学校リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-2

これまでの複式指導では、一斉指導をベースに、ずらしとわたりを行って、学習状況を教師が目視で確認していたが、クラ
ウドのモニタリングができるようになったことで、学級間をわたるのではなく、個人をわたる感覚で個別に指導のタイミン
グが把握できるようになった。また、あくまで子ども主体の学習をベースにしているので、教師が主導して学習を開始する
「ずらし」が必須でもなくなった。


